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号外第244号

規　　　　　則

職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 基 準 に 関 す る 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 公 布 す る 。

平 成 二 十 二 年 六 月 三 十 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者

名 古 屋 市 長 　 河 村 　 た か し 　

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 十 七 号

職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 基 準 に 関 す る 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

︵ 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 基 準 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第 一 条 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 基 準 に 関 す る 規 則 ︵ 昭 和 三 十 二 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 五 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

第 一 条 た だ し 書 を 削 り 、 同 条 第 七 号 中 ﹁ 看 護 ﹂ の 下 に ﹁ 又 は 疾 病 の 予 防 を 図 る た め に 必 要 な 世 話 ﹂ を 加 え 、 同 条 第 七 号

の 二 中 ﹁ 配 偶 者 ﹂ を ﹁ 要 介 護 状 態 に あ る 配 偶 者 ﹂ に 改 め 、 ﹁ ︵ 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま で の 子 を 除 く 。 ︶ ﹂ を 削 り 、 ﹁ の

傷 病 の 看 護 ﹂ を ﹁ ︵ 以 下 ﹁ 対 象 親 族 ﹂ と い う 。 ︶ の 介 護 そ の 他 の 世 話 ﹂ に 改 め る 。

第 二 条 第 一 項 第 四 号 中 ﹁ ︵ 四 月 一 日 か ら 翌 年 三 月 三 十 一 日 ま で を い う 。 ︶ ﹂ を 削 り 、 ﹁ 五 日 ﹂ の 下 に ﹁ ︵ 養 育 す る 小 学 校 就

学 の 始 期 に 達 す る ま で の 子 が 二 人 以 上 の 場 合 に あ つ て は 十 日 ︶ ﹂ を 加 え 、 同 項 第 五 号 中 ﹁ 引 き 続 い て 四 日 以 内 ︵ 職 務 に 専

念 す る 義 務 を 免 除 さ れ る 日 の 初 日 か ら 一 月 以 内 に お い て 、 ﹂ を ﹁ 一 年 度 に つ き 五 日 ︵ 要 介 護 状 態 に あ る 対 象 親 族 が 二 人 以

上 の 場 合 に あ つ て は 十 日 ︶ 以 内 ︵ ﹂ に 改 め 、 ﹁ 分 割 し て ﹂ の 下 に ﹁ 職 務 に 専 念 す る 義 務 を ﹂ を 加 え る 。

︵ 勤 務 時 間 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 ︶

第 二 条 勤 務 時 間 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 ︵ 昭 和 三 十 二 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 六 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
第 一 条 の 五 第 五 項 中 ﹁ ︵ 災 害 そ の 他 避 け る こ と の で き な い 事 由 に 基 づ く 臨 時 の 勤 務 を 除 く 。 ︶ ﹂ を 削 り 、 同 項 を 同 条 第 六

項 と し 、 同 条 第 四 項 中 ﹁ ︵ 災 害 そ の 他 避 け る こ と の で き な い 事 由 に 基 づ く 臨 時 の 勤 務 を 除 く 。 ︶ ﹂ を 削 り 、 同 項 を 同 条 第 五

項 と し 、 同 条 第 三 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

４ 任 命 権 者 は 、 三 歳 に 満 た な い 子 の あ る 職 員 が 、 当 該 子 を 養 育 す る た め に 請 求 し た 場 合 に は 、 当 該 請 求 を し た 職 員 の 業

務 を 処 理 す る た め の 措 置 を 講 ず る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場 合 を 除 き 、 条 例 第 八 条 に 規 定 す る 勤 務 ︵ 災 害 そ の 他 避 け る

こ と の で き な い 事 由 に 基 づ く 臨 時 の 勤 務 を 除 く 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ︶ を さ せ て は な ら な い 。

︵ 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 ︶

第 三 条 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 ︵ 平 成 四 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 一 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 及 び 第 三 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

第 二 条 及 び 第 三 条 削 除

︵ 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 基 準 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第 四 条 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 基 準 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 ︵ 平 成 十 七 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 五 号 ︶ の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

附 則 第 二 項 を 削 り 、 附 則 第 一 項 の 見 出 し 及 び 項 番 号 を 削 る 。

附 　 則

︵ 施 行 期 日 ︶

１ 　 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

︵ 経 過 措 置 ︶

２ 平 成 二 十 二 年 四 月 一 日 か ら こ の 規 則 の 施 行 の 日 ︵ 以 下 ﹁ 施 行 日 ﹂ と い う 。 ︶ の 前 日 ま で の 間 ︵ 以 下 ﹁ 施 行 前 の 期 間 ﹂ と

い う 。 ︶ に お い て 、 こ の 規 則 に よ る 改 正 前 の 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 基 準 に 関 す る 規 則 ︵ 以 下 ﹁ 改 正 前 の 規 則 ﹂ と い う 。 ︶

第 一 条 第 七 号 の 規 定 に よ り 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 を 受 け た 日 数 又 は 時 間 ︵ 以 下 ﹁ 改 正 前 取 得 日 数 等 ﹂ と い う 。 ︶ が あ

る 職 員 の 施 行 日 か ら 平 成 二 十 三 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 基 準

に 関 す る 規 則 ︵ 以 下 ﹁ 改 正 後 の 規 則 ﹂ と い う 。 ︶ 第 一 条 第 七 号 の 規 定 に よ り 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 を 受 け る こ と の で

き る 日 数 又 は 時 間 ︵ 以 下 ﹁ 改 正 後 取 得 可 能 日 数 等 ﹂ と い う 。 ︶ は 、 改 正 後 の 規 則 第 二 条 第 一 項 第 四 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、

改 正 後 の 規 則 第 一 条 第 七 号 の 規 定 に よ り 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 を 受 け る こ と の で き る 日 数 又 は 時 間 か ら 改 正 前 取 得 日

数 等 を 減 じ た 日 数 又 は 時 間 と す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 当 該 減 じ た 日 数 又 は 時 間 が 負 と な る 場 合 に あ っ て は 、 改 正 後 取 得

可 能 日 数 等 は な い も の と す る 。

３ 改 正 後 の 規 則 第 一 条 第 七 号 の 規 定 に よ り 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 を 受 け る こ と の で き る 日 数 が 一 年 度 に つ き 五 日 以 内

と な る 職 員 が 施 行 前 の 期 間 に お い て 時 間 単 位 の 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 を 受 け た 場 合 の 前 項 に 規 定 す る 改 正 後 取 得 可 能

日 数 等 の 算 出 に つ い て は 、 次 に 定 め る と こ ろ に よ り 行 う も の と す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 改 正 後 取 得 可 能 日 数 等 に 時 間 単

位 未 満 の 端 数 が 生 じ た と き は 、 一 時 間 に 切 り 上 げ る も の と す る 。

一 施 行 前 の 期 間 に 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 の 承 認 を 受 け た 時 間 は 、 七 時 間 四 十 五 分 ご と に 一 日 に 換 算 す る も の と す る 。
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二 前 号 の 規 定 に よ る 換 算 後 に 時 間 単 位 の 端 数 が あ る と き は 、 先 に 施 行 前 の 期 間 に 職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 を 受 け た 一

日 単 位 ︵ 前 号 の 規 定 に よ り 一 日 に 換 算 し た も の を 含 む 。 ︶ 及 び 半 日 単 位 の 日 数 を 減 算 し 、 そ の 結 果 に 半 日 単 位 の 端 数 が

あ る と き は 当 該 端 数 を 四 時 間 三 十 分 に 、 そ の 結 果 に 半 日 単 位 の 端 数 が な い と き ︵ 四 時 間 三 十 分 に 換 算 し た こ と に よ り な

く な っ た 場 合 を 含 む 。 ︶ は 、 一 日 を 七 時 間 四 十 五 分 に 換 算 し た も の か ら 時 間 単 位 を 減 算 す る も の と す る 。

４ 前 二 項 の 規 定 は 、 改 正 後 の 規 則 第 一 条 第 七 号 の 二 の 規 定 に よ り 職 務 に 専 念 す る 義 務 を 免 除 さ れ る 場 合 に つ い て 準 用 す る 。

発行所　名古屋市港区入船一丁目８番21号

名 古 屋 港 管 理 組 合


